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令和３年度設計図（排除方式　分 流　）

図　　名

工事件名

施工場所

縮　　尺

号線番号

地形図番号

図　　番

平面図

1/250

横 　浜 　市 　環 　境 　創 　造 　局

保土ヶ谷区新井町43番7号

１
２

災害時下水直結式仮設トイレ用
下水道管整備工事（その310）

【新井中学校】平　面　図 S=1/250

案 内　　　図
Ｎ

案 内　　　図
Ｎ

凡　　 例
記　号 名　 称

新設管きょ及び第１種組立人孔

新設管きょ及びます(マンホールトイレ)

新設管きょ及び小型塩ビマンホール

既設分流汚水管きょ及び既設人孔

既設汚水管きょ及びます・人孔

新設管きょ及び貯留弁付きマンホール

既設雨水管きょ及びます・人孔

既設分流雨水管きょ及び既設人孔

2.20

２

３

４

５

６

1

7

　 450VU　17.5‰　0.83

450VU　25.0‰　0.67

　 450VU　25.0‰　1.50

　 450VU　25.0‰　1.50

　 450VU　25.0‰　1.50

　 450VU　25.0‰　0.83

450VU 0.0‰　0.67

　 450VU　0.0‰　1.20

　 200VU　12.0‰　2.00

　 450VU　17.5‰　0.67
0

工事始点

No.３ 20×H92　(マンホールトイレ)
No.４ 20×H96　(マンホールトイレ)No.６ 20×H102　(マンホールトイレ)

No.７ 90×H125　(貯留弁付きマンホール)

No.５ 20×H99　(マンホールトイレ)

No.8 30
×H127　(塩ビマンホール)

11　 200
VU　

12.0
‰　12.1

0

No.1
0 90

×H161
（第１種組立人孔）

耐震化路線

貯 塩

塩

0.50

ク

No.１ 20×H84　(注水口)
No.２ 20×H88　(マンホールトイレ)

ク

8
　
 2
00
VU
　
12
.0
‰
　
20
.5
0

9　 200
VU　

12.0
‰　8.00

10　 200
VU　

12.0
‰　15.0

0

No.1
1 90

×H241
  (第

１種組立人孔)

No.1
 発進立坑(2.0

0m×
1.50

m×H2.8
6m)

No.12 
90×H165　(既設　第１種人孔)

No.9
 30×

H138
　(塩ビマンホール)

L型側溝撤去復旧工（L-45
0改良型） L=1

.2m

 L型
側溝撤去復旧工（L-45

0改良型） L=1
.2m

L型側溝撤去復旧工（L-450改
良型） L=1.2m

砂場コンクリートブロック撤去復旧工（標準型）L=1.
70m

0 ～ 11

塩

ク

貯

計画位置

新井中学校



縦　断　図 縦 1/100,横 1/250

案　　　内　　　図
Ｎ

【新井中学校】
令和３年度設計図（排除方式　分 流　）
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施工場所
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号線番号

地形図番号

図　　番

縦断図
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横 　浜 　市 　環 　境 　創 　造 　局

保土ヶ谷区新井町43番7号
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災害時下水直結式仮設トイレ用
下水道管整備工事（その310）

既　設　人　孔

使用水準点（R2 年 12月 )

標石番号

標　高　Ｍ 189

Ｎ

5 0

人孔間距離

流 速

流　下　量

現在地盤高

Ｈ

流　出　量

管 径

勾 配

号線間距離

施 工 種 別

土 被
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200VU

12.00

1.487

0.047

0.001
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開削工法（昼間施工）

※ グラウンド内に設置する人孔蓋は７㎝埋めること。
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１

種
人

孔
) 

11

①：小口径推進工法(鋼製鞘管工法ボーリング式一重ケーシング方式)(昼間施工)

硬質塩化ビニル管・鋼製さや管(φ300)

既
設

雨
水

管
φ

35
0(

DP
=2

.7
5m

)

既
設

雨
水

管
φ

45
0(

DP
=2

.8
0m

)

改良土基礎

全面改良土埋戻し

硬質塩化ビニル管（VU）

１人/日

IE=58.156

既 200
IE=58.274

既 200

0
.
30

0.
0
7

0
.2
4

鋼製さや管

1.
0
7

② ③②

AS舗装(AS t=4cm RC-40 t=10cm)砕石ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ舗装( t=4cm)④

④：Ir舗装(Irブロック t=6cm 敷砂 t=3cm RC-40 t=10cm)②：軽量鋼矢板Ⅰ型１段梁 平均長2.0m ③：発進立坑部（2.00×1.50m）：軽量鋼矢板Ⅲ型２段梁 平均長4.0m

①

0
.
11

0 .
32

(ダ
ク

タ
イ

ル
蓋

)

(ダ
ク

タ
イ

ル
蓋

)

0
.
21

5
9
.7
74

1.
3
7

軽量鋼矢板Ⅰ型１段梁 平均長2.5m

0 ～ 11

3.50 17.00 5.50 2.503.60

計画位置
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668 1500

468

1500 1500 1500 1500 1200

人孔壁より732

9368

1500 1500 1500 1500 1500

本管挿入長

       300

勾配＝0‰
勾配＝17.5‰

No.2～No.5
勾配＝25.0‰

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6

No.7

塩ビ製内ふた200

鋳鉄製防護ふたT-14 300

塩ビ90°自在支管 450×200

接着止水キャップ(差し口用)

塩ビ製内ふた200 塩ビ製内ふた200 塩ビ製内ふた200 塩ビ製内ふた200
鋳鉄製防護ふたT-14 300 鋳鉄製防護ふたT-14 300 鋳鉄製防護ふたT-14 300鋳鉄製防護ふたT-14 300

塩ビ直管 450

塩ビ片受け直管（ゴム輪受口） 450

注水口

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7

VUφ200 VUφ200 VUφ200 VUφ200 VUφ200
VUφ200

塩ビ製内ふた200

鋳鉄製防護ふたT-14 300

(
マ

ン
ホ

ー
ル

深
さ
)

塩ビ片受け直管（ゴム輪受口） 250

塩ビ下流用マンホール継手 250

親子蓋 600×200

調整リング(プラスチック製) 

貯留弁 (SUS製)

塩ビ下流用マンホール継手 250

1
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0管
底
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自在支管 450×200 自在支管 450×200 自在支管 450×200 自在支管 450×200 自在支管 450×200

1500 368

塩ビ90°塩ビ90°塩ビ90°塩ビ90°塩ビ90°
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1200
60.5

砕石基礎(RC-40)

モルタル(1：3)

SUS-M10ボルト貫通止め

コンクリートブロック
400×400×600

炭素鋼管 60.5φ×3.8ｔ
(溶融亜鉛メッキ仕上げ)

アルミ板　厚3.0
W1200×H900　角45R
インクジェット印刷

(3～5年対候)
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図　　名

工事件名

施工場所

縮　　尺

号線番号

地形図番号

図　　番1/50

横 浜 市 環 境 創 造 局

10 2 3 4 5 6 107 8 9

Ｓ＝1/50仮設トイレ標準構造図

平　面　図

縦　断　図

仮設トイレ標準構造図

参１/１

【新井中学校】

Ｓ＝1/50看板設置図(参考図)

正　面　図 背　面　図 側　面　図

※ 使用する部材については図面表記と同等品とする。

令和３年度設計図（排除方式　分 流　）

災害時下水直結式仮設トイレ用
下水道管整備工事（その310）

保土ヶ谷区新井町43番地7




